













橋 本 朋 広ひろ
博士(人間科学)
第 15120 守Eコ
学位授与年月日 平成 12 年 3 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
人間科学研究科教育学専攻




























































































次に、 Ehrenzweig による「倉IJ詩的イメージJ (創造性を誘発し象徴するイメージ)の研究や井筒による íM 領域」
(自律的イメージが存在し独自な運動様式を持つ深層意識領域)の研究を参考に、想像の領域におけるイメージ形成
の法則性について考察した。すなわち、想像の領域に生じるイメージは、単に無秩序に生じるのではなく、説話展開
的に生じ、それによって想像の領域に存在するイメージの全体構造を開示してくる。したがって、自我が表層意識の
経験から離れ、説話展開的に生じる自律的イメージに弁証法的に関わり続けるならば、その過程で多様なイメージの
全体構造が経験され、そうして現世も他界も含み込んだ存在世界の全体像(神話的コスモロジー)が把握される可能
性がある。以上が、想像の領域におけるイメージ形成の法則性であり、その働きの意味であると考えられるo
本研究から得た結論をまとめるなら以下のようになる。すなわち、分離と融合の往復運動(自我の相対化)によっ
て、自我とイメージの聞に弁証法的関係が展開するにつれ、自我は想像の領域が持っている特有な機能を経験する o
想像の領域では、イメージ全体を秩序化する働き(自己の働き)が機能しており、自我がその働きを実感することで
現世も他界も包括するコスモスの全体性(神話的コスモロジー)が経験される。そして、自我は自己の働きに導かれ
ながら、限界を持った地上的存在として自分固有の在り方を見極めるようになるのである。
論文審査l の結果の要旨
本論文では、自由性や独立性に固執する近代的自我が合理主義的コスモロジーの限界を認識し、それを相対化し、
宿命に規定されつつそれに対峠するとき、あるいは、自我が自律的イメージと弁証法的に関わっていくとき、共生的
コスモロジーや神話的コスモロジーが生成してくることが、 ALS (筋萎縮性側索硬化症)患者と沖縄の祭司である神
女(カミンチュ)の事例に基づいて論述されているo このようなコスモロジーの変容は、しばしば、生きる意義の実
感や、なすべき仕事の認識を伴うが、心理療法においても同様の過程が認められることが少なくない。
本論文では、実際の臨床事例におけるコスモロジーの変容過程が記述されているわけではないし、多数のデータが
統計的に処理されているわけでもないが、事例の選択と彼らへのアプローチにはオリジナリティーが認められるo 実
際、ここで事例としてとりあげられた人々が、深い心理的苦悩を体験し、それを克服してきたことは確かであって、
その過程をコスモロジーの変容と捉えることには十分可能である D 論述においては、臨床心理学だけでなく関連分野
の文献も丹念に読み込まれ、非常に説得力のある展開になっている o
以上のことから、われわれは本論文が、博士(人間科学)の学位に十分値すると判定した。
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